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60周年を迎えて

代表取締役 髙橋　伸輔

■行動十訓

一、挑戦せよ　失敗せよ　反省せよ　そして勇気を持て

一、常に顧客の視点に立て　そして期待にこたえよ

一、立ち位置を確保せよ　その仕事に意義を見いだせ

一、変化に対応せよ　常に変革の能動者たれ

一、思いやりを持て　感謝　感動　感性を持て

一、逆境を乗り越えよ　順境に楽観するな

一、常識を疑え　問題意識を持て　本質を見抜け

一、夢を持て　夢を与えよ　そして人の心に灯をともせ

一、結果に執着せよ　プロセスに執着せよ　考え方に執着せよ

一、あきらめるな　制約条件に制約されるな

■私たちの目的

会社の繁栄

社員の幸福

取引先の発展

世界平和

環境貢献

■企業理念

人類社会の幸福と発展に貢献します

お客様の繁栄に役立つ価値を創造します

社員の個々の人間性を尊重します

地球̶

私たちにとってかけがえのない存在は今

温暖化、環境汚染、生物多様性の破壊など

待ったなしの問題を抱えています。

畜産業界に限ってみても

鳥インフルエンザや狂牛病、口蹄疫など

その存続を揺るがす問題が

年を追うごとに頻発しています。

これらの問題は、私たちに

人間の「あるべき姿は何か？」を

問うているのではないでしょうか？

タックジャパンは、創業から60年目を迎え

今一度、“食”という人間の原点に立ち返り

皆さまの健康で豊かな人生（＝LIFE）づくりを

サポートしていきたいと考えています。

　平素は格別のお引き立てをいただき心から感謝を申し上げます。この度、創業60周年を迎える

ことができましたのも、長年、ご愛顧いただいてきましたお得意先、良きパートナーとしてご協力い

ただいた仕入先の皆様のお陰であると心から御礼申し上げます。

　さて激動する社会情勢、業界を展望した時、弊社を取り巻く環境も、あるべき姿を形容する言葉

も変わってきていると実感しております。とりわけお客様のお役に立つためにも、力強く生きるた

めにも進化を余儀なくされています。今、まさに我々は自らストーリーを描き、自ら演じていかなけ

ればならないでしょう。

　本年60周年を単なる節目として迎えたくありません。真の豊かさとは何か。

真に強い会社とは何か。未来に向けて畜産総合商社としての存在価値を高

め、お客様のご要望にお応えできるよう邁進する所存でございます。130年の

戦国時代に終止符を打った天下分け目のこの地から、スタッフ一同、心新た

に再出発する所存でございます。関係各位の皆様方には変わらぬご指導を

賜りますようお願い申し上げます。
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HUMAN STORY ～時代の証言③～

HUMAN STORY ～時代の証言④～HUMAN STORY ～時代の証言①～

HUMAN STORY ～時代の証言②～

PART.１  1951̶1980

1896
明治29年

1951
昭和26年

1966
昭和41年

1968
昭和43年

1970
昭和45年

1971
昭46年

1969
昭和44年

1972
昭和47年

1975
昭和50年

1978
昭和53年

1979
昭和55年

1980

先代髙橋初次郎、
米穀商を開業。

3月
食糧配給公団解散
と共に、髙橋正一
個人にて飼料雑穀
店を開店。

11月
直営かしわ店
”チキン一番”開店。

2月
三津屋営業所、倉庫新設。

3月
資本金500万円にて法人に改組。
株式会社髙橋正一商店として
飼料、雑穀関連卸業を営む。

2月
午後8時20分頃、隣家よりの
類焼により本社事務所及び
倉庫を全焼。（25日）

9月
滋賀県に進出。長浜
総合市場内に長浜
鶏卵販売所開設。

6月
直営養鶏場として
髙橋ポートリーファーム
を新設。

1963
昭和38年

12月
岐阜中央卸売市場
に進出。岐阜茜部
鶏卵販売所開設。

7月
滋賀営業所開設。
鶏卵GPセンターを
併設。

9月
大垣地方卸売市場に
進出。大垣鶏卵販売
所開設。

営業の思い出

　私が入社した昭和51年当時、営業は
今の寺内倉庫、GPセンターは三津屋
町にありました。入社後、数ヶ月に渡る
研修を終え営業を始めました。牛の飼
料をコンテナーで取ったり、酒造会社
から酒糟を仕入れて大垣駅にあった
貨車に運んだりしました。
　営業中の大ヒットは、ある中堅生産者
に顧客になっていただいたことです。
このことが契機となり、当社の成長に
繋がったと思います。
　今まで、お客様がどの様にしたら喜
んでいただけるのか、会社側に立てば
マイナスになるかもしれないと思いつ
つも、「損をして得をとれ」の精神で地
道にやってきました。これからも今まで
の考え方を変えずに持ち続けていきた
いものです。

厳しいながらも充実した営業活動

　昭和54年5月に営業部に入社。厳しい所とは聞
いていましたが、朝早くからの鶏卵の配送、飼料の
配達、飼料の引き取り、営業活動。夜はGPセンター
にて鶏卵のパック詰めと想像以上でした。しかし、
辛いとは一度も思いませんでしたし、営業部全体
が一枚岩となりやり切っていた感じがします。誰が
見ても活気溢れる日々でした。
　鶏卵配送では大津への納品が思い出深い
です。大雪の朝3時に一人で配送していた際に

彦根で立ち往生してしまい、スコップで雪を除け
何とか納品。あの時の心細さは今も思い出します。
　営業では牛の担当からスタート。昔は牛農家
が多く、一日25軒以上の訪問も度々ありました。
飼料メーカーの新製品のキャンペーンでは、
皆さんの協力もあってサンフランシスコ＆ロサン
ゼルスの研修旅行に選ばれたことも良い思い出
です。

 NHK、テレビ初の実験実況
中継（プロ野球放送）。
 手塚治虫の「鉄腕アトム」連
載開始。第15回オリンピックに戦後初参加。
 中国からの引き揚げ開始。
大相撲のテレビ中継始まる。

 ビキニ島での米水爆実験で
「第五福竜丸」被爆。
 金華山ロープウェイ開通。
自由民主党結成。
 石原慎太郎「太陽の季節」
が芥川賞受賞。金華山に岐阜城再建される。
 5000円札登場。世界初の人
工衛星「スプートニク号」の打上げに成功。

 1万円札発行。東京タワー
完工式。
 皇太子明仁親王と正田美
智子さんご成婚。ソ連の宇宙ロケットが、
初の月面到着に成功。
 ローマオリンピック開催。
カラーテレビの本放送が始まる。
 第2室戸台風。ソ連、初の有

人宇宙飛行に成功。
 東京都、世界初の1000万
都市に。
 米国ケネディ大統領暗殺。
 名神高速道路が開通。東海
道新幹線開通。東京オリンピック開催。
 岐阜県下で、第20回国体を
開催。朝永振一郎ノーベル物理学賞受賞。

 ビートルズ日本公演。敬老の
日、体育の日スタート。
 建国記念日スタート。吉田
茂元首相が死去。
 川端康成ノーベル文学賞
受賞。３億円事件。
 東大安田講堂へ機動隊突
入。東名高速道路全線開通。米アポロ11号、

人類初の月面着陸に成功。
 大阪万博開催。三島由紀夫、
割腹自殺。
 ドル・ショック。岐阜県、置
県100年記念式典を開催。
 札幌冬季オリンピック。
浅間山荘事件。沖縄返還。
 オイルショック。江崎玲於奈

ノーベル物理学賞受賞。
 巨人軍、長島茂雄引退。
佐藤栄作ノーベル平和賞を受賞。
 ベトナム戦争終結。エリザ
ベス女王来日。
 ロッキード事件。植村直己、
北極圏単独犬ゾリ横断を達成。
 王貞治ホームラン世界記録。

 植村直己、北極圏に単独
到達。成田空港開港。
 東名日本坂トンネル事故。
御岳が有史以来の爆発。
 モスクワオリンピック不参
加を可決。大平首相急死。

1951（S26）年

1957（S32）年

1961（S36）年

1965（S40）年

1958（S33）年

1959（S34）年

1964（S39）年

1969（S44）年

1970（S45）年

1952（S27）年

1960（S35）年

1962（S37）年

1968（S43）年

1971（S46）年 1975（S50）年

1976（S51）年

1977（S52）年

1978（S53）年

1979（S54）年

1980（S55）年

1972（S47）年

1973（S48）年

1974（S49）年

1955（S30）年

1954（S29）年

1967（S42）年

1966（S41）年

1953（S28）年 1956（S31）年

1963（S38）年

加藤　治郎（S54年5月入社、飼料畜産事業部OB）

本社事務所火災

　昭和45年の2月に隣家からの出火により
本社事務所が全焼しました。当時は仕事が
終わってからよくみんなで麻雀をしていた
のですが、メンバーの一人がトイレに行く
と、事務所の１階に火がついていることに
気がつき、慌ててマージャンを止めて事務
所のものを外に出したりしました。残念な
がら間に合わず全焼でしたが、その時、前
会長は「とにかく隣近所に火をつけるな。

うちは燃えてもいいから」と言い、消防車も
両サイドの家屋に必死に水をかけて延焼
を免れたということを強く覚えています。
　会社は商品から資料からすべてのもの
が灰になってしまい後の作業が大変でし
たが、現会長が「とにかくお客さんにだけ
は迷惑をかけてはいけない」」ということで、
火事の翌日から寺内の本宅の前の車庫を
臨時の事務所にして仕事を再開しました。

（川瀬監査役の談話より）

9月
本社事務所を三津屋
営業所の所在地に
移転。

飼料畜産事業部　齊藤　正
（S51年9月入社）

入社時の思い出

　私が入社した昭和45年当時、事務所が現在の
寺内倉庫にありGPセンターも南側の倉庫で操業
していました。現在と異なりブロイラーがメイン
の取引先で、私は配送の仕事を担当していまし
た。当時は紙袋での取引が多く、また道が狭
かったので苦労しました。集卵も木箱やダン
ボール詰めだったので破卵率が高かったです。
　豚用の飼料として酒造会社から酒糟を仕入
れて農場へ運んだり、牛用の豆皮を貨物列車で

取引をしたり、またブロイラーの出荷の手伝い
に深夜作業もしました。当時は少ない人員での
仕事のため大変でしたが、その苦労も今となっ
てはいい思い出です。
　その後、現会長の英断でブロイラーからレイ
ヤー主体に方針を切り換え、規模拡大のために
倉庫は寺内のまま、事務所とGPセンターを三津
屋町に移転しました。また、ちょうどその頃に
牛の得意先開拓に力を入れ始めました。

飼料畜産事業部　北島　義忠（S45年2月入社）
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HUMAN STORY ～時代の証言⑥～

HUMAN STORY ～時代の証言⑤～

HUMAN STORY ～時代の証言⑦～

DATA FILE

 敦賀原子力発電所、放射能
漏れ事故。福井謙一ノーベル化学賞受賞。
 ホテルニュージャパン火災。
日航機、羽田沖墜落。新500円硬貨発行。
 ソ連機が大韓航空機を爆破。
日本海中部地震。

 グリコ森永事件。１万、５千、千
円新札発行。ロサンゼルスオリンピック開幕。
 NTT、日本たばこが発足。日
航ジャンボ機墜落。つくば科学万博が開幕。
 米スペースシャトル「チャレン
ジャー」爆発。ソ連チェルノブイリ原発事故。
 国鉄分割民営化ＪＲに。
利根川進ノーベル生理学賞受賞。

 青函トンネル開通。岐阜中
部未来博が開幕。ソウルオリンピック開幕。
 昭和天皇崩御。消費税3％
スタート。ベルリンの壁が崩壊。
 イラク軍がクウェートを制
圧。東西ドイツ統一。
 湾岸戦争勃発。雲仙普賢岳
で大規模な火砕流。

 バルセロナオリンピック開幕。
エンデバーで毛利衛が日本人初の宇宙飛行。
 Jリーグが開幕。徳仁皇太子
と、小和田雅子さん御成婚。
 松本サリン事件。大江健三
郎ノーベル文学賞受賞。
 阪神・淡路大震災。地下鉄
サリン事件。

 アトランタオリンピック開幕。
ペルー日本大使公邸事件。
 消費税5％に引き上げ。東海
村放射能漏れ事故。
 長野オリンピック開幕。
和歌山毒入りカレー事件。
 東海村日本初の臨界事故
発生。改正住民基本台帳法が成立。

 シドニーオリンピック開幕。
二千円札発行。
 アメリカ同時多発テロ事件。
狂牛病。皇太子ご夫妻に第1子誕生。
 日韓共催サッカーワールド
カップ。野依良治、田中耕一ノーベル化学賞
受賞。小柴昌俊ノーベル物理学賞受賞。
 イラク戦争勃発。米国産牛

肉輸入停止。
 アテネオリンピック開幕。
新潟県中越地震。
 中部国際空港が開港。
愛・地球博が開幕。ＪＲ福知山線脱線事故。
 第1回ＷＢＣで日本が優勝。
秋篠宮紀子さまが男子をご出産。
 年金記録問題。食品偽装

問題。郵政民営化がスタート。
 北京オリンピック開幕。
中国冷凍ギョーザ事件。リーマンショック。
 マイケル・ジャクソン急死。
新型インフルエンザ。裁判員制度。
 トヨタ自動車リコール問題。
小惑星探査機「はやぶさ」が地球に帰還。
 東日本大震災。

1981（S56）年 1984（S59）年

1985（S60）年

1986（S61）年

1987（S62）年

1988（S63）年

1998（H10）年

1999（H11）年

2003（H15）年 2007（H19）年 2011（H23）年

2008（H20）年

2009（H21）年

2010（H22）年

2004（H16）年

2005（H17）年

2006（H18）年

2000（H12）年

2001（H13）年

2002（H14）年

1989（H1）年

1990（H2）年

1991（H3）年

1992（H4）年

1993（H5）年

1994（H6）年

1995（H7）年

1996（H8）年

1997（H9）年1982（S57）年

1983（S58）年

Think ［考える］
Act ［行動する］
Create ［創造する］

PART.2  1981̶2010

1983
昭和58年

1981 1987
昭和62年

1993
平成5年

1995
平成7年

1997
平成9年

1999
平成11年

2000
平成12年

2010
平成22年

4月
名古屋市北部
市場内に鶏卵
販売所を開設。

1991
平成3年

4月
豊橋営業所の開設。

8月
資本金2,000万円に
増資。

2002
平成14年

2004
平成16年

5月
中国GX社と
エージェント契約
を締結。
9月
システム課設置。

10月
新潟事務所
開設。

7月
農業資材課
設置。

11月
大垣市開発町にて鶏卵加工工場
建設。鶏卵調理食品及び冷凍食品
の製造・加工・販売を開始。

2月
本社事務所・液卵工場の新設、
並びに鶏卵GPセンターの増設。

9月
資本金3,000万円に増資。

7月
株式会社タックジャパンに社名変更。

10月
HACCP対応GPセンターに増改築。

社名コンセプト

CI導入の思い出

　平成に入り、当社も全国展開をし
ていこうという矢先、「髙橋正一商
店」は歴史のある会社ですが、若い
人材を募集するときにこの社名で
は集まりにくいということと、全国に
通用するふさわしい名前にしてここ
で一区切りをつけたらどうだろうか

という意見が役員会議で出ました。
創業者の髙橋正一前会長に話をし
た所、快諾をもらい現社長を中心に
社内募集によって決まったのです。
　「TAC」のあとに「JAPAN」を付け
たことに、当社の全国制覇にかける
思いがこもっているのです。

3月
事業拡張の為、本社事務所を
大垣市開発町へ移転。
11月
資本金1,000万円に増資。

1988
昭和63年

平成時代の業界の動き 常務取締役　児島　恒雄（S63年4月入社）

（川瀬監査役の談話より）

祖父の命を見つめて

　2007年7月14日 土曜日 9時15分頃、営業会
議が始まってまもなくその電話がなりました。
前日の朝、呼吸が苦しいと病院へ運ばれた祖
父の容態が急変したと。病室について、意識の
ない祖父に何度か呼びかけましたが返事はあ
りません。そのまま、昏睡の末、眠ったまま祖父
は天国に旅立っていきました。
　私の子どもの頃の記憶は、祖父母と仏間で
寝ていたころのセピア色の風景から始まって
います。また、５歳くらいの頃、事務所（当時は
店と言っていました）や農場に連れていかれ、
「お手伝いせい」と言われたこと。テレビを見
ていて祖父が帰宅すると、黙ってニュースに換
えられても、面と向かって口答えできなかった

こと。小学生くらいからは「おまえは跡継ぎだ
から」ということをよく言われた気がします。初
めて跡継ぎという言葉を聞いた記憶がこの頃
です。その頃から「商売とはなあ」とか「商売人
とはなあ」とよく聞かされたものです。戦争の
話も聞かされたり本を見せられたり、商売を始
めた頃の苦労話も同じ話をよく聞いた覚えが
あります。幼い私にとって優しい祖父と寡黙で
厳格な祖父の両方が存在していました。近年
は、たまに会うと、リビングの椅子に座り「会社
はどうや？」「今期の決算はどうや？」「エサはど
のくらい売れとる？」「みんな元気でやっとる
か？」ということは毎回気にしていました。
　戦中戦後の動乱の中を生き、この会社を興

して半世紀を経た
今、祖父は私たち
のこれからをどの
ように見ているの
だろうかと思う。
　人の命には限
りがある。父母か
ら祖父母、曾祖父
母…。代々辿っていくとどのくらいの人から与
えられてこの命があるのだろう。代々受け継が
れたこの命を大切に人生を生き、祖父の興し
たこの会社を、働く者にとって、社会にとってよ
り「良い会社」に育てることが、私を愛してくれ
た祖父の一番喜ぶことだろう。

（社長の徒然草　第23章より）

　平成始め頃の鶏卵業界は、コスト
低減のためのウインドレス鶏舎が
流行していました。当時のGPセン
ターでは土足にエプロン、三角巾で
作業を行っていましたが、衛生面で
の対策が要求されるようになってき
ました。また、コスト低減努力も限
界に近く、卵価に左右されない特殊
卵による安定収入の確保の動きが
出始めてきました。
　平成10年以降は、販売面では
オーバーストア状態に入り、小売業
では淘汰再編期に入り始めました。

生産量はピークに達し卵価は低迷、
食品事故の増加に伴い差別化を求
め、HACCP、トレサビリティ等の要
求も増え、管理・流通コストが増加
する中に平成16年に高病原性鳥イ
ンフルエンザが発生。大手といえど
も経営の危機リスクが高まり、生産
が急速に抑制されました。
　農業・畜産が今後どのように変化
していくのか予測するのは難しいと
思われますが、次の世代を担う人は
現場の変化に敏感であることが一
層求められると思います。

株式会社
タックジャパン
創業60周年
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川瀬 邦彦 さん
昭和44年4月入社
監査役

① 高橋 卓哉 さん
平成12年7月入社
取締役  鶏卵食品
事業部部長

② 川瀬 匡智 さん
平成12年7月入社
取締役  飼料畜産
事業部部長

③ 白木 友和 さん
平成12年4月入社
飼料畜産事業部
課長

④ 髙木 一也 さん
平成11年4月入社
鶏卵食品事業部
リーダー

⑤ 国枝 尚徳 さん
平成8年4月入社
飼料畜産事業部
リーダー

⑥ 渡邊 寿絵 さん
平成19年3月入社
飼料畜産事業部

⑦ 栗田 美帆 さん
平成19年5月入社
鶏卵食品事業部

⑧

①② ⑤ ⑥
⑦

⑧

③ ④

「お客様の考えをいち早くキャッチし、
  それに対してどう貢献していくか……」

60年に及ぶ会社の歴史のなかで

さまざまな困難にぶつかりながらも

着実に成長してきたタックジャパン。

その成長期での秘話を知る監査役。

これからの歴史をつくる若手社員。

岐阜から全国へ、

全国から世界を視野に入れた

シナリオ～NEX T  S T E P～は

今、動きはじめた。

　業界ナンバー１を目指して
司会（国枝）　まずは監査役に、会社の歴史
を振り返っていただきたいと思います。

川瀬（邦）　私が入社したのは昭和44年で、当
時は「（株）髙橋正一商店」という社名でした。

高度成長のまっただ中で、畜産業界もどんど

ん伸びていましたが、競争も激しかったです

ね。現会長のもと「ふくろう部隊」というチーム

で夜間営業をしていました。当時岐阜県下

にはたくさんの飼料問屋があり、大手5社が

しのぎをけずっていましたが、その中で断トツ

　存在価値の確立に向けて
司会（国枝）　さて、若手の皆様にもお聞きし
ます。ここ10年くらいからお客様のお役に立て

る「存在価値」を意識した事業展開がなされて

きましたが、その意図についてお聞きします。

川瀬（匡）　私が入社した平成12年に農業資
材課が発足しました。平成16年に家畜排せつ

物法が施行され、お客様が畜糞の処理に苦慮

されていました。そこで今でこそ一般的に言

われるようになった耕畜連携。つまり土壌還

元する流通を構築したのです。今では大手

ホームセンターさんを主に流通量も増えまし

たが、当初は、徹夜でデリバリーをしていまし

た。とにかくお客様にご迷惑をかけないよう

必死でした。

白木　私も入社当時の右も左もわからない
中、先輩に連れられて必死に鶏糞の調達先を

探しに奔走したことが懐かしい思い出ですね。

高橋（卓）　システム課は、平成14年、中国GX社
のケージシステム導入を皮切りにスタートし、

平成16年5月にGX社と正式にエージェント契約

を締結しました。それまでは国内又は欧米の

ケージシステムが主流で規格品しかなく、そこ

で、第3極として値打ちで品質も良く、お客様の

設計ニーズに合うようにご提案しようとしたの

がきっかけです。最近ではかなりのお問い合わ

せもいただいていますが、当時は日本の生産

者の要求が高く、GX社の開発の方々に理解い

ただくのにかなりの苦労もありました。

川瀬（匡）　今ではケージシステム以外にも、
お客様のお役に立てるような備品など、ご提

案できるアイテムも増えてきました。

高橋（卓）　そうですね。GX社以外でもロール
インナーや原卵ラックなど値打ちに調達でき

る中国での生産工場が確保されてきました。

これも長い時間をかけて相互理解してきた賜

物と言えます。

司会（国枝）　渡辺さんは飼料の営業事務を
経験した後、今は農業資材課のオペレーショ

ンでは生産者、物流、ホームセンターをつなぐ

仕事に気を使われているのでは？

渡辺　農業資材課に配属になって1年です
が、実のところ最初は右も左も分からずに翻

弄したのが正直なところですね。今は常に店

舗の受注状況と各生産拠点の在庫状況を把

握して、お客様にはご安心して任せていただ

けるようリードタイムには留意しています。特

に需要期にはピリピリしますが、店舗と生産

者の間を配慮しながらお客様第一で考えてい

るつもりです。

司会（国枝）　私も、かつては鶏卵食品事業部
の営業で、大手流通業者との本部商談を経験

してきました。今は農業資材課のリーダーとし

てホームセンターの本部での商談も行います

が、飼料畜産事業部では唯一の小売業の窓口

ですのでやり甲斐もありますね。ただ、600店

舗を網羅する現場でのデリバリーは日々のサ

ポートが必要なので事務の方のお手伝いに

は感謝しています。

　時代のイノベーター（変革者）たれ
司会（国枝）　世界人口の増加、資源高騰が取
りざたされ、日本では人口減少に歯止めがか

かりません。世界、日本の変貌は我々、飼料畜

産業界にも変化を促しているようです。では

我社の今後の事業領域や我々に求められる

役割はなんでしょうか。これからの国内の業界

のキーワードは「資源高・人口減・寡占化＋

TPP」だと社長は言っていますが。

のナンバー1になることが当時の営業マンの

念願でした。拡大の足掛かりとなったのは

飼料の販売で最初につくった可児営業所で

した。その一方で、飼料を売る上で玉子の販売

もする必要が出てきたので、滋賀の甲西町に

営業所を設け、長浜、大垣、岐阜、名古屋の公設

市場に参入しました。近畿方面はじめ各スー

パーさんとのお取引はそれ以前（昭和41年

頃）からのお付き合いでしたが、お客様の出店

とともに成長させていただきました。その

当時は、いつ寝て、いつ起きたのか分からない

くらい働いていました。

司会（国枝）　私も、かつて先輩から大雪の大
晦日に配達に向かい正月もトラックの中で過

ごしたという話も聞いたことがあります。

栗田　歴史を振りかえると事務的にこなすだ
けではなく目に見えない信用という大切なこ

とに気付きますね。日常でも急なオーダーが

あった時など関係部署に無理をお願いしたり

もしますが、お客様に喜んでいただけた時は

うれしいですね。

白木　目先の損得だけでは測れない信用こ
そ大事にしてきた姿勢は、今でも受け継がれ

ていますよね。

高木　私は東海地区の小売店の営業とGP
センターの管理をしていますが、なかなか生

産と販売、物流のバランスを取るのは難しい

のですが、確実にご要望にお応えすることは

勿論ですし、営業としてもお客様に満足いた

だけるご提案を心がけています。

川瀬（邦）　その後、徐々に体制が整い始めて
事業部制を導入したのは、昭和61年頃です

が、それからも、しばらくは役職や部門に関係

なく忙しい仕事を助け合って業務をこなして

いました。ある意味、壁のない商店の風土が

生きていました。飼料販売の次の目標は、東海

地区ナンバー1になることでした。その為に

各県の大手生産者との取引を考え始め、北陸

を皮切りに全国へと展開していきました。

高橋（卓）　ちょうど全国展開が始まり、しばら
くして私は飼料畜産事業部で西日本を担当し

ました。全国への第1歩という経験できたこと

は貴重ですし、お客様と食事をしたり、お酒を

飲みながら忌憚なく話していただけた事も信

頼関係あってのこと。ちょうど、後継者の方々と

年齢も近かったこともあり、大変、可愛がって

いただけました。今でも担当業務は違います

が変わらずお付き合いいただいています。

司会（国枝）　平成3年、40周年を機に社名変
更をしたC I導入についてお聞きします。

川瀬（邦）　社名は社内公募で決まりました。
実は「タック」が内定したのですが、いずれは

全国区の念願も込めて、あえて「ジャパン」を

加えました。ちなみに、C I委員会は当時課長

だった3名、現社長と児島常務、OBの加藤次長

が中心になって推進し、この頃から新卒の定

期採用が始まりました。あのコーポレートマー

クは「拡がる未来を見つめる瞳」を表していま

す。当時としてはかなり斬新なデザインでし

た。事務所、GPセンターの拡張、液卵工場など

ハード面が充実してきたことが大きな転機と

なり今日に至りました。

「とにかく岐阜県で一番になりたいと、
  いつ寝て、いつ起きたのかわからないくらい
  働いていました」

［座談会］未来に夢を託して

川瀬（匡）　言い換えれば選別の時代にあり
ます。その中で選別していただける価値を提供

できるかどうか。資源高を背景にして考えれば

旧来の配合飼料という概念も変わらざるを得

ません。当社でも国内はもとより、極東圏での代

替原料の調査研究をスタートしていますが、こう

した先を見ながら積極的に適応していくことが

大事でしょう。このように活動範囲もグローバル

化しているが、日本とアジアを結ぶネットワーク

を生かすことも重要になると思います。

高橋（卓）　人口減少に転ずる国内に関しては
消費ありきの時代から、より中身の伴う豊かさ

を追求していくでしょう。増加する世界人口と

は裏腹なだけに、かつて誰も経験したことの

ない領域ですが、一言で言えばお客様に「究極

の満足」をいかにご提示することができるか

だと思います。先程、グローバル化の話も出ま

したが、大きい視野に立った上で足元の大切

さ、顧客主体という意識は益々重要になると

思います。

高木　私は消費者に向いた営業活動が主で、
生産サイドとは、あまり接点がなかったの

ですが、今後は生産者から小売、消費者まで

ご満足していただける取り組みが課題になると

思う。それが達成できた暁にはタックジャパン

の畜産物に対する関わり方も飛躍の為の大き

なウエイトを占めるでしょう。

渡辺　先程、消費社会から豊かさの時代と話
が出ましたが、経済活動が発展し新しいモノ

や店舗がずいぶん増えたことにより、ライフ

スタイルも多様化してきました。しかし、反面、

モノを大切にすることも一人の消費者としても

考えさせられますね。

栗田　日本は私が生まれた時からモノは豊か
ですが、心とか大事なものが喪失している気が

します。地球上には世界人口の増加や資源高

で飢餓に苦しんでいる人もかなりいると聞き

ます。限りある食糧資源を有効に使うことも、

地球環境の貢献になると思います。

白木　まさに。そうした｢地球や人に優しい｣
という観点を持ちつつ、代替原料を用いた

飼料設計など、タックジャパンならではの独自

性を発揮していくこと。同時に私自身も、「白木

頼む」と言っていただけるような営業マンに

なりたいと思っています。

川瀬（邦）　まだまだ当社が発展する伸びしろ
はあります。とにかく、お客様が考えている事

をいち早くキャッチし、それにどう貢献できる

かを絶えず考えていけば、お客様と共に発展

できると思います。

司会（国枝）　こうして考えると、我社の原動力
とはイノベーション（変革）と行動力だと言え

ますね。これからも、時代のイノベーターであり

続けましょう。皆さん、長時間ありがとうござい

ました。いつまでも輝き続けるタックジャパン

の未来に夢を託して座談会を終わります。

御苦労さまでした。

↓

↓

↓

↓

↓

↓
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Tac Japan 60th Anniversary

1951̶2010
新聞で見る TAC JAPANの歩み

平成20年2月25日　鶏鳴新聞

平成7年7月23日　岐阜新聞

平成10年9月16日
中部経済新聞

平成16年9月15日中部経済新聞

平成3年6月13日　岐阜新聞

60年をふり返って

取締役会長 髙橋　裕

創業から60年。会社も還暦を迎えました。

昭和26年3月、私が小学校4年生10才の
時です。

その私も70才になり、古希を迎えました。

中学、高校と写真に凝っていて、本当は写真
の学校へ行きたいと思っていました。

高２の時、父は私に跡を継がせたいと思って
いたのでしょう。

当時（昭和34年）高卒の初任給は7,000
円位の時に、今でも覚えていますが

『キヤノンＬ３-  58,000円』という当時とし
ては高価なカメラを買ってくれ、

それにまんまと騙され、どこの大学へも行かず
ズルズルと家業に入って行きました。

幸いにして日本は朝鮮戦争の特需に始まり
、昭和30年代以降の人口増と

高度経済成長のもと、一生懸命働いて一生
懸命遊ぶという時代を謳歌しました。

日本が輝いていた時代です！

戦後の物のない“苦しい・ひもじい”時代も、
その後国をあげて“消費は美徳”

と言われた時代も経験し、ピンからキリ迄体
験したことは、

今となっては良い思い出です。

これからの日本は人口減少と消費の低迷は
避けて通れず、

会社の舵取りも海図のない海原へ乗り出し
て行くようなものです。

社長はじめ社員全員が危機感をもち、知恵
を絞って

70周年80周年に向けて、更に努力するこ
とが大切だと思います。
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